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観楓会（移動例会）
総会・財団・米山委員会担当例会
法廷休会
地区大会報告
国際奉仕委員会クラブフォーラム
クラブ奉仕委員会クラブフォーラム
会員増強委員会担当例会

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒメーキャップ
前回修正出席率

　　　　　　　 　　９名　石川 , 井上 , 圓浄 , 佐々木
　　　　　　　   津田 , 佐々木 , 宮岸 , 武田各会員

0 人　

　９月３０日(火）
１０月　７日(火）
１０月１４日(火）
１０月２１日(火）
１０月２８日(火）
１１月　４日(火）
１１月１１日(火）

30 名  （出席免除者３名中１名出席）

７１．４３％

７１．４３％

NO3071 第 10 回例会

例 会 案 内 例会案内「9 月～１０月」

出 席 報 告

担 当： 親 睦 活 動 委 員 会

会 長 挨 拶

９月９日例会

■羽幌ＲＣ、砂川ＲＣ より会報の送付
■ガバナー月信の送付

観 楓 会

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

宮澤幹事前例会幹事報告

伊東由紀夫会長

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ

大西祥太 P 会長　早退

　本日の担当は例会運営委員会で新会員卓話
を行います。宜しくお願い致します。また朝
晩めっきり寒さが増してまいりましたので皆
さん体調管理を宜しくお願い致します。

ＲＩ第 2510 地区第１グループ 深川ロータリークラブ

149,000 円

飛弾野クラブ奉仕委員長

よいことの
　ために
　　手を取りあおう

FukagawaRotaryClub

内山会員卓話

耳を傾け、心で学ぶ —公式訪問という贈り物 
9 月は国際ロータリーが定める

「基本的教育と識字率向上月間」
です。そして日本独自の「ロー
タリーの友月間」です。教育を
通じて人々に未来への道を開き
、情報を通じて仲間との絆を深
めるこの月について私は、改め
て「学び」と「共有」の重要性
を感じています。7 月より、地
区内ロータリークラブへのガバ

ナー公式訪問が始まりました。毎週、各クラ
ブの例会に出席し、会長・幹事、そして会員
の皆さんと顔を合わせ、それぞれのクラブの
歩みや取り組みについて直接お話を伺う日々
が続いております。この公式訪問こそ、ガバ
ナーとしての重要な務めのひとつです。しか
し、それは単にスケジュールをこなすもので
はありません。公式訪問は、「学び」と「発見
」の旅でもあると、私は実感しています。
各クラブには、それぞれに異なる歴史と文化
があり、会員一人ひとりが、真摯に地域と向
き合い、独自の工夫を凝らしながら奉仕を続
けてきた軌跡があります。あるクラブは、若
い世代の育成に力を注ぎ、あるクラブは、地
道な地域密着型奉仕活動を続け、またあるク
ラブは、国際奉仕に情熱を注ぎ、世界と地域
を結びつけています。「ロータリーとはこうあ
るべきだ」という一つの形はありません。む
しろ、こうして各クラブが、それぞれのカラ
ーを活かして活動していることこそが、ロー
タリーの豊かさであり、可能性であると強く
感じました。

ガバナー月信より 玉井 清治ガバナー

（火）

月  　 日
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■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ

例
会
運
営
委
員
会

深
川
Ｒ
Ｃ

■
自
己
紹
介

　

１
９
７
２
（
昭
和
４
７
）
年
２
月
旭
川
市
生

ま
れ
。
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
４
月
に
北
海

道
電
力
㈱
に
入
社
し
、
当
時
の
北
見
支
社
営
業

課
に
配
属
さ
れ
、
社
会
人
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
見
市
を
皮
切
り
に
深
川
市
、
羽

幌
町
、
留
萌
市
、
浜
頓
別
町
、
札
幌
市
、
遠
軽

町
、
出
身
地
で
あ
る
旭
川
市
を
含
め
転
々
と
勤

務
し
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
４
月
、
３
２

年
ぶ
り
に
旭
川
市
か
ら
深
川
市
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
概
ね
３
年
程
度
を
目
安
に
転
勤
す

る
こ
と
が
多
く
、
思
い
返
せ
ば
私
自
身
は
入
社

後
３
５
年
を
経
過
す
る
間
に
８
市
町
に
居
住

し
、
１
１
回
の
転
勤
を
し
て
い
ま
し
た
。
会
社

内
で
は
勤
務
地
数
は
比
較
的
少
な
い
方
の
部
類

で
す
が
、
各
地
域
で
様
々
な
方
々
と
出
会
い
、

社
会
に
揉
ま
れ
な
が
ら
各
地
域
に
育
て
て
も

ら
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
電
力
業
界
の
歴
史

　

終
戦
直
後
ま
で
は
、
半
官
半
民
組
織
で
あ
る

日
本
発
送
電
と
、
９
つ
の
配
電
会
社
（
北
海
道

配
電
・
東
北
配
電
・
関
東
配
電
・
中
部
配
電
・

北
陸
配
電
・
関
西
配
電
・
中
国
配
電
・
四
国
配

電
・
九
州
配
電
）
が
存
在
し
、
い
わ
ゆ
る
「
発

送
電
」「
配
電
」
は
そ
れ
ぞ
れ
別
な
会
社
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

戦
後
復
興
や
安
定
供
給
体
制
の
確
立
等
、
国
家

基
盤
の
再
構
築
に
向
け
、
１
９
５
０
（
昭
和

２
６
）
年
５
月
１
日
に
電
気
事
業
再
編
成
令
に

よ
り
、
地
域
ご
と
に
民
間
に
よ
る
１
社
ず
つ
の

電
力
供
給
会
社
が
設
立
さ
れ
北
海
道
電
力
株
式

会
社
が
発
足
し
、
地
域
独
占
的
な
電
力
供
給
体

制
と
し
て
９
電
力
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

■
変
化
す
る
電
力
業
界

　

国
は
地
域
独
占
を
認
め
る
一
方
、
電
気
料
金

の
価
格
を
規
制
し
て
い
ま
し
た
が
、
電
気
料
金

の
抑
制
、
電
気
利
用
者
の
選
択
肢
提
供
、

企
業
の
事
業
機
会
拡
大
等
時
代
変
化
を
踏
ま
え

つ
つ
、
発
電
分
野
の
規
模
に
対
す
る
考
え
方
に

も
変
化
が
表
れ
始
め
、
電
力
自
由
化
に
向
け
た

検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
に
電
力
会
社
に
卸

電
力
を
供
給
す
る
発
電
事
業
者
の
参
入
が
可
能

と
な
る
と
共
に
、
特
定
の
契
約
を
対
象
と
し
た

小
売
供
給
が
一
部
の
民
間
事
業
者
に
認
め
ら

れ
、
実
質
的
に
電
力
市
場
の
開
放
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
（
平
成
１
６
）
年
に
は
契
約
電
力

が
５
０
０
ｋ
Ｗ
以
上
の
高
圧
分
野
自
由
化
が
開

始
、
２
０
０
５
（
平
成
１
７
）
年
に
は
高
圧
分

野
全
数
に
自
由
化
範
囲
が
拡
大
、２
０
１
６（
平

成
２
８
）
年
に
は
低
圧
分
野
の
自
由
化
が
開
始

さ
れ
、
消
費
者
は
従
来
か
ら
の
電
力
会
社
に
限

定
し
な
い
で
契
約
先
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制

度
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
は
、
従
来
か
ら

の
電
力
会
社
の
体
系
を
自
由
化
に
確
実
に
適
合

さ
せ
て
い
く
た
め
、
発
電
と
送
配
電
の
一
貫
体

制
を
分
離
し
、
同
年
４
月
１
日
に
北
海
道
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
が
発
足
し
ま
し
た
。

■
送
配
電
事
業
の
現
在

　

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
は
、

送
配
電
線
の
使
用
料
（
託
送
料
金
）
を
頂
く
こ

と
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

送
電
配
網
に
関
し
て
は
規
模
の
経
済
が
あ
る
と

さ
れ
、
発
電
事
業
の
自
由
化
後
に
も
送
電
網
提

供
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
独
占
の
ま
ま
残
す
一
方
、

託
送
料
金
は
国
の
審
査
を
経
て
単
価
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
レ
ベ
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
プ
制
度
と
呼
ば
れ
る
単
価
設
定
ル
ー
ル

が
施
行
さ
れ
、
一
定
期
間
（
５
年
）
ご
と
の
費

用
に
基
づ
き
、
使
用
電
力
量
に
基
づ
く
収
入
見

通
し
を
示
し
国
の
承
認
を
受
け
、
そ
の
範
囲
内

を
上
限
と
し
た
託
送
料
金
を
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

過
去
の
電
気
料
金
は
総
括
原
価
方
式
と
呼
ば

れ
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
事

業
者
の
コ
ス
ト
削
減
努
力
が
反
映
さ
れ
に
く
い

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
電
力
業
界
の
投
資
資
金

確
保
、
国
民
負
担
抑
制
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
拡
大
、
災
害
・
防
災
対
応
に
重
点
を

置
い
た
安
定
供
給
確
保
、
老
朽
化
設
備
の
更
新

な
ど
、
自
由
化
に
よ
る
弊
害
を
排
除
し
な
が
ら

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
課
題
対
応
の
た
め
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
社
は
２
０
２
５
年
１
０
月
１
日
付
で
託
送

料
金
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

託
送
料
金
自
体
は
小
売
電
気
事
業
者
に
請
求
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
、
お
客
さ
ま
に
は
電
気
料
金

に
含
ま
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
託
送

料
金
の
見
直
し
に
よ
り
お
客
さ
ま
が
契
約
し
て

い
る
各
小
売
電
気
事
業
者
に
対
す
る
影
響
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
託
送
料
金
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
主

に
低
圧
家
庭
用
分
野
な
ど
電
力
需
要
の
減
少
を

要
因
と
し
た
も
の
で
、
引
き
続
き
経
営
全
般
に

わ
た
る
効
率
化
を
推
進
し
コ
ス
ト
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
負
担
が
増
え
る
見

直
し
と
な
る
点
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
物
価
高
騰
に
つ
い
て
も
国

の
審
議
会
に
よ
る
制
度
取
扱
い
が
議
論
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
送
配
電
事
業
を
支
え
る
人
材
確
保

の
困
難
さ
も
顕
在
化
し
て
お
り
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
難
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
に
は
電
力
設
備
工
事
や
検
針
作

業
へ
の
ご
協
力
、
停
電
事
象
に
対
す
る
ご
理
解

や
復
旧
作
業
に
係
わ
る
ご
協
力
に
つ
き
ま
し

て
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

内山会員　新会員卓話


